
第第 3399 回回  日日本本協協同同組組合合学学会会春春季季研研究究大大会会終終了了ののごご報報告告  

開開催催担担当当事事務務局局  伊伊丹丹謙謙太太郎郎  

2021 年 5 ⽉ 29 ⽇（⼟）午後、第 39 回⽇本協同組合学会春季研究⼤会について、Zoom を⽤い
たオンライン開催にて無事に終えることができました。今回の⼤会テーマは「協同組合と⼤学」
となっており、コロナウィルスの蔓延が懸念されたために延期されていた 2020 年度の春学会テ
ーマを継承するものでした。前⽇時点での参加申込者は 126 名となり、実際に 100 名を超える規
模での実施となりました。通常開催の場合は、ハガキでの申込等を利⽤していましたが、今回は
⾃動返信で Zoom ルームの URL をお送りするという⽅式を採⽤したため不慣れな会員もいらっ
しゃったことと思いますが、皆様ご協⼒くださりありがとうございました。

当⽇は 13 時にスタートし、増⽥佳昭会⻑からの開会挨拶を経て、シンポジウムが続きました。
まず、杉本貴志座⻑より「協同組合にとって⼤学とは？」という解題が⽰され、特に⼤学におけ
る協同組合教育の歴史的な変遷を通して現在の私たちが直⾯する課題について問題提起が⾏われ
ました。続いて、加賀美太記（阪南⼤学）会員より「キャンパスにおける協同組合の学び」として
研究報告が⾏われました。全国の⼤学における協同組合をテーマとした授業科⽬を 1983 年の調
査結果と対⽐しながら、科⽬数の増減や内容や設置⽬的・主体の変化などがひとつの潮流として
挙げられました。また⼤学での講義科⽬等とともに、⼤学⽣協の協同組合教育における役割につ
いても論じられ、総代や学⽣委員など組合員参加を通した学びの可能性について⾔及されました。 

次に、３件の事例報告が⾏われました。「寄附講座の社会的意味と展望」と題し、相良孝雄（協
同総研）会員からは、沖縄４⼤学から開始し現在全国的に展開されているワーカーズコープによ
る⼤学寄附講座の設置状況とアンケートを通した学⽣ニーズなどの検証についての情報共有が⾏
われました。２つ⽬の事例報告は、現役の⼤学院⽣として全国⼤学⽣協連の院⽣委員会に所属し、
昨年度は全国学⽣委員会の委員⻑であった⽮間裕⼤（⼤阪⼤学⼤学院）⽒による「コロナ禍と⼤
学⽣協」。コロナ禍で多くの⼤学⽣が学びや⽣活における困難を抱えるに⾄った状況と、⼤学⽣協
がこれらの課題に対しいかに向き合うべきかが議論されました。第３事例報告は伊丹謙太郎（法
政⼤学）による「⼤学院における協同組合教育」であり、2015 年度開設された法政⼤学連帯社会
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インスティテュートにおける協同組合プログラムでの教育内容や学部教育とは異なる⼤学院教育
におけるカリキュラム構築上の特徴などについて報告が⾏われました。 

板橋衛（愛媛⼤学）会員よりのコメントは、座⻑からの発題を含むすべての報告総体に対する
ものでした。協同組合論講座が設置されてきた伝統のある農学部における教育・研究のあり⽅を
中⼼に本務校である愛媛⼤学や愛媛⼤学⽣協の事例を盛り込みながら、協同組合教育には⼤学だ
けではなく実社会そのものにおける認知の向上も⼤きく影響しているという話で結ばれました。 
 以上の報告・コメントを受けて（チャット代読という形ではありましたが）活発な質疑応答が
交わされました。最後に、国際研究交流の⼀環として、韓国協同組合学会の⾦享美（尚志⼤学社
会的経済学科副教授）副会⻑より、韓国の⼤学における協同組合教育の実情についてスピーチが
⾏われ、無事シンポジウム閉会の時間を迎えました。 
 シンポジウムに引き続き、会員総会が Zoom を⽤いたオンライン形式にて実施されました。2020
年度事業報告、同決算および監査報告、2021 年度事業計画、同収⽀予算案の４つの議案について
説明が⾏われ、すべて承認されました。 
 また、総会では学会賞および学会誌奨励賞の受賞式が⾏われました。学会賞（学術賞）は、板
橋衛会員の『果樹産地の再編と農協』筑波書房（2020 年３⽉刊）が受賞されました。学会誌奨励
賞は、⾦美煥会員の「韓国における「社会的協同組合」の展開と課題―政府政策⽅向と運営実態
への分析を中⼼に―」『協同組合研究』第 40 巻第 2 号（2020 年 12 ⽉刊）が受賞されました。お
めでとうございます。 
 本⼤会シンポジウムを中⼼とした詳細については、12 ⽉に刊⾏予定の学会誌『協同組合研究』
第 41 巻第２号に収録予定となっております。なお、(⼀社)⽇本共済協会の機関紙『共済と保険』
誌にも取材記事が掲載される予定です。学会創⽴以来、春秋の研究⼤会に⽋かさず参加され取材
いただいている同協会のご厚情に改めて感謝申し上げます。 

本年度の秋季研究⼤会は、東京農業⼤学を開催校にしてオンラインでの実施が予定されており
ます。こちらの詳細については、ニューズレターのほか、学会ホームページで随時情報更新が⾏
われておりますので、適宜ご確認のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

22002211 度度学学会会賞賞のの決決定定ににつついいてて  

2021 年度は、学術賞１名と学会誌奨励賞１名が決定いたしました。前述のご報告のとおり会員
総会において授賞式が⾏われました。 

 
① ⽇本協同組合学会学術賞 

板橋 衛著『果樹産地の再編と農協』（筑波書房、2020 年３⽉刊） 
② ⽇本協同組合学会誌奨励賞 

⾦ 美煥 『韓国における「社会的協同組合」の展開と課題―政府政策⽅向と運営実態への
分析を中⼼にー』（第 40 号第 2 号掲載） 
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第第２２００期期第第５５回回理理事事会会報報告告  

2021 年 5 ⽉２７⽇（⽊）に第２０期第５回理事会をオンラインで開催し、以下の議案につい
て理事の過半数の賛成をもって可決されました。 

 
第１号議案 2020 年度事業報告（案）について 
第２号議案 2020 年度収⽀決算（案）について（監査報告について） 
第３号議案 2021 年度事業計画（案）について 
第４号議案 2021 年度収⽀予算（案）について 
第５号議案 役員選出細則の改定について（案） 
第６号議案 学⽣会員への 2021 年度会費免除措置について（案） 

 
また、学会賞（学術賞）、学会誌奨励賞について学会賞表彰規程細則第６条に定める理事会出

席者の理事３分の２以上の賛成をもって決定されました。 
 

22002222 年年度度学学会会賞賞（（「「学学術術賞賞」」「「奨奨励励賞賞」」「「実実践践賞賞」」））  

のの推推薦薦ににつついいてて  

 
●推薦締め切り期⽇：「学術賞」、「奨励賞」は 2022 年 2 ⽉末、「実践賞」は 2022 年 6 ⽉末。 
 
●推薦対象（詳細は、「学会賞表彰規程」「同細則」をご覧ください） 
   学術賞：本学会に 5 年以上継続して所属している会員。同じ条件を満たす共同研究グルー

プが受賞者となる場合は、賞の名称を「共同研究学術賞」とする。 
   奨励賞：本学会に 3 年以上継続して所属する 40 歳未満の会員。 
   ※ 学術賞、奨励賞は、2021 年 12 ⽉末⽇に⾄る 3 年間（2019 年〜2021 年）に刊⾏され

た著書、論⽂、またはそれに準ずるもので、共同研究（共著論⽂）、シリーズ論⽂、翻
訳書及び研究資料（いずれも優れた解題論⽂を含むもの）も選考の対象となる。 

  実践賞：協同組合の発展に貢献し得る優れた実践及びその記録。 
 
●推薦⽅法：2 名以上の本会普通会員の連名による推薦を得る。選考対象の研究業績の現物、著

者または代表者の業績⼀覧及び履歴書各１部を添えて推薦状を提出する。推薦する
場合には、学会事務局に連絡のうえ、所定の推薦書様式を⼊⼿して下さい。 

     学会賞は、協同組合研究と実践の充実・発展に向けた⼤きな励みとなります。どう
か多くのご推薦をお願いします！ 
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第第４４１１回回大大会会のの開開催催予予定定  

 
⽇本協同組合学会 第 41 回⼤会（東京農業⼤学）のご案内（第 1 報） 

 
 第 41 回⼤会の開催については、新型コロナウィルス感染症蔓延のなか、慎重に検討を進めて
参りましたが、今回は現地でのシンポジウムやエクスカーションの実施は困難と判断し、東京農
業⼤学（実⾏委員⻑：⽊原⾼治 事務局⻑：野⼝敬夫）の運営によるオンラインでの開催となり
ます。 
 
開催⽇：2021 年 9 ⽉ 18 ⽇（⼟）〜19 ⽇（⽇） 
開催⽅法：シンポジウム、個別論題報告・テーマセッション ZOOM によるオンライン開催 
※シンポジウム、個別論題報告・テーマセッションの参加費は不要 
 
＜⼤会スケジュール（予定）＞ 
 第 1 ⽇⽬ 9 ⽉ 18 ⽇（⼟） 
シンポジウム 
【テーマ】協同組合運動 新たな段階へ 
〜レイドロー報告 40 年、学会創⽴ 40 年、アイデンティティ声明 25 年を経て、GAFA ⽀配に対
抗するアフターコロナ時代の協同のあり⽅を考える〜 
【座 ⻑】⼤⾼研道（明治⼤学） 
国際交流 
懇親会  
※シンポジウム、国際交流、懇親会のお申し込みにつきましては、8 ⽉中旬までに本学会ホーム
ページ内に第 41 回⼤会専⽤ページを設置しますので、そちらをご確認ください。 
 第 2 ⽇⽬ 9 ⽉ 19 ⽇（⽇） 
  個別論題報告・テーマセッション  
7 ⽉ 30 ⽇（⾦）までに事前登録、詳細は下記参照 
 
［実⾏委員会連絡先］ 
⽇本協同組合学会第 41 回⼤会実⾏委員会 
委 員 ⻑ ⽊原 ⾼治 （東京農業⼤学国際⾷料情報学部） 
事 務 局  野⼝ 敬夫 （東京農業⼤学国際⾷料情報学部） 
〒156-8502 東京都世⽥⾕区桜丘 1-1-1 メールアドレス t4noguch@nodai.ac.jp 
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第第 4411 回回大大会会「「個個別別論論題題報報告告」」おおよよびび「「テテーーママセセッッシショョンン」」のの

募募集集ににつついいてて  

 
新型コロナウィルスの感染状況を鑑み、第 41 回⼤会の個別論題報告・テーマセッションはオン
ラインで⾏います。報告を希望される会員は、下記の募集をご覧頂き、本学会ホームページの第
41 回⼤会個別論題報告・テーマセッションのページにあるフォームからお申込ください。多数
の応募をお待ちしています。 
 
【報告者の会員資格および 2020 年度会費の納⼊について】 
① 単独報告の場合 
エントリーの時点で、本学会の学会員である（新⼊会員の場合は、⼊会申込みを⾏っている）こ
とが条件です。2020 年度会費を滞納されている⽅は、速やかに納付をお願いします。 
② 複数⼈数（連名）による報告の場合 
エントリーの時点で、筆頭報告者が本学会の学会員である（新⼊会員の場合は、⼊会申込みを⾏
っている）ことが条件です。会費を滞納されている⽅は、速やかに納付をお願いします。筆頭報
告者以外は学会員である必要はありませんが、できる限り⼊会をお願いします。 
 
【提出の締切・⽅法】 
個別論題報告及びテーマセッション締切⽇は次のとおりです。 
 
◼ 報告テーマおよび報告要旨の提出期限 締め切り：7 ⽉ 30 ⽇（⾦）厳守 
※ 報告テーマと報告要旨を同時に提出していただきますのでご注意ください。 
 
【申し込み要領】 
本学会ホームページの第 41 回⼤会個別論題報告・テーマセッションのページにあるフォームか
らお申込ください。 
 
【個別論題報告要旨原稿の書式】 
次の書式に従って原稿を作成し提出してください。準じていない場合は、受け付けられない場合
があります。 
① 1 題につきタイトルも含めて A4 版で 1 枚（厳守） 
② タイトル：16 ポイント、太字、英数字は半⾓、中央揃え 
③ ⽒名：12 ポイント、MS 明朝、太字、右揃え 
④ 所属機関：12 ポイント、MS 明朝、太字、右揃え 
⑤ 本⽂：所属機関より 1 ⾏明けて書く。10.5 ポイント、MS 明朝、英数字は半⾓、句読点
「、」（[全]句点）「。」（[全]読点） 
⑥ 本⽂：和⽂は 1,302 字（42 字×31 ⾏）、英⽂は 400 語（図表は、字数に含める） 
⑦ マージン：上下 20ｍｍ、左右 22ｍｍ以上とる。 
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※個別論題報告およびテーマセッションの要旨につきましては、紙媒体での要旨集の作成は⾏っ
ておりませんのでご了承ください。グルーピング等の後、本学会のホームページにて公開をいた
しますので、そちらをご参照ください。 

 
【お問い合わせ先（メールアドレス）】 
⽇本協同組合学会事務局 E-mail: kyodo-gakkai-ronbun@japan.coop 
〒162-0826 東京都新宿区市⾕船河原町 11 番地 飯⽥橋レインボービル５階 
TEL:03-6280-7254 FAX：03-3268-8761 

 
 

会会費費納納入入ののおお願願いい  

 学会の研究活動促進のためにも、会費未納の⽅は速やかに納⼊していただくことをお願い致しま
す。会費は年 6,000 円、学⽣会員は 3,000 円です。滞納の場合は未納額を含めてご連絡しており
ます。ご不明な点がありましたら、事務局へお問い合わせください。 

郵便振替     加⼊者名 ： ⽇本協同組合学会         ⼝座番号：00140-5-557520 

農林中央⾦庫   本店（958）  ⽇本協同組合学会   普通預⾦ ／ ⼝座番号：NO.5026910 

三井住友銀⾏   飯⽥橋⽀店   ⽇本協同組合学会   普通預⾦ ／ ⼝座番号：NO.7033961 

 

学学生生へへのの会会費費免免除除措措置置ののごご案案内内  

 新型コロウイルス問題による経済的困窮から会費の⽀払いが困難となった学⽣会員に対し、⾃
⼰申告により 2021 年度の会費を免除しております。 

会費免除申請の受付は 2021 年 12 ⽉ 31 ⽇までです。 
希望する⽅は事務局まで申請ください。 
事務局 E-mail: kyodo-gakkai@japan.coop 

 
 ★ 会則第 6 条により、会費を 3 年以上滞納すると会員の資格を失うことになるので、ご留意く
ださい。 
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